
ヤ
マ
サ
キ

３
期
連
続
の
増
収
増
益

海
藻
成
分
入
り
へ
ア
ケ
ア
製
品
な
ど
を

製
造
販
売
す
る
�株
ヤ
マ
サ
キ
（
中
区
舟
入

本
町
三
―
七
、
山
崎
宏
忠
社
長
）
の
０
７

年
２
月
期
決
算
は
、
売
上
高
が
前
年
比
三

〇
㌫
増
の
二
七
億
九
四
二
八
万
円
、
税
引

後
利
益
が
同
七
二
㌫
増
の
七
八
二
〇
万
円

で
三
期
連
続
の
増
収
増
益
と
な
っ
た
。

販
売
比
率
は
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
な
ど
店

頭
が
四
四
％
、
通
販
が
四
四
％
、
ネ
ッ
ト

が
一
二
％
。
０
６
年
６
月
に
東
京
支
店
を

開
設
し
、
関
東
圏
で
の
営
業
力
を
高
め
た

こ
と
が
店
頭
販
売
増
に
つ
な
が
っ
た
。
今

年
６
月
に
は
安
佐
南

区
伴
の
西
風
新
都
に

パ
レ
ッ
ト
一
〇
〇
〇

個
分
を
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
制
御
す
る
、
無
人

の
立
体
自
動
倉
庫
�

写
真
�
を
備
え
た
研

究
開
発
型
の
新
工
場
を
完
成
。
物
流
機
能

は
既
に
稼
働
し
て
お
り
、
８
月
中
旬
に
は

化
粧
品
の
製
造
を
開
始
す
る
予
定
だ
。
既

存
の
五
日
市
工
場
は
入
浴
剤
製
造
の
専
用

工
場
と
す
る
。
ま
た
、
前
期
中
に
二
〇
〇

〇
万
円
増
資
し
、
資
本
金
を
六
〇
〇
〇
万

円
と
し
た
。今
期
は
、従
来
の
サ
ン
プ
ル
配

布
に
加
え
、雑
誌
や
新
聞
、テ
レ
ビ
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
で
の
販
促
展
開
を
強
化
。
新
規
顧

客
の
獲
得
に
重
点
を
置
き
、
売
上
げ
三
三

億
円
を
目
指
す
。

日
鋼
設
計

グ
ル
ー
プ
会
社
を
吸
収
合
併

日
本
製
鋼
所
の
子
会
社
で
産
業
機
械
設

計
、
製
図
の
日
鋼
設
計
�株
（
安
芸
区
船
越

南
一
丁
目
六
―
一
、
溝
口
光
明
社
長
）は
、

グ
ル
ー
プ
会
社
の
日
鋼
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ

ニ
ア
リ
ン
グ
�株
（
同
所
）
を
７
月
１
日
付

で
吸
収
合
併
す
る
。

日
鋼
シ
ス
テ
ム
は
、
日
本
製
鋼
所
の
射

出
成
形
機
を
製
造
販
売
す
る
成
形
機
器
シ

ス
テ
ム
事
業
部
の
関
連
会
社
。
射
出
成
形

機
の
周
辺
装
置
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
金
型
、

携
帯
電
話
向
け
の
転
写
装
置
な
ど
を
製
造

し
て
い
た
。
合
併
を
機
に
、
横
型
射
出
成

形
機
と
転
写
装
置
の
事
業
を
親
会
社
に
移

し
、
竪
型
射
出
成
形
機
の
事
業
は
日
鋼
設

計
に
残
す
。
日
鋼
設
計
の
０
７
年
３
月
期

決
算
は
、売
上
げ
一
七
億
七
一
九
三
万
円
、

税
込
利
益
四
四
二
〇
万
円
。
合
併
で
売
上

げ
五
億
円
増
を
見
込
む
。

５
月
の
ゴ
ル
フ
場
入
場
者

広
島
県
内
は
微
減

中
国
ゴ
ル
フ

連
盟
が
ま
と

め
た
中
国
五

県
内
の
一
三
四
ゴ
ル
フ
場
の
５
月
の
入
場

者
数
は
、
広
島
県
を
除
き
全
県
が
昨
年
を

上
回
っ
た
。
広
島
が
一
六
万
三
〇
八
人
で

前
年
同
月
比
九
九
・
五
％
と
、
今
年
初
め

て
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
た
。
他
県
は
微
増
で

五
県
合
計
は
四
六
万
六
七
一
五
人
（
前
年

同
月
比
一
〇
〇
・
九
％
）。１
〜
５
月
の
累

計
は
、広
島
が
六
二
万
二
四
七
六
人（
前
年

同
期
比
一
〇
七
・
四
％
）で
、五
県
合
計
は

一
七
八
万
九
三
九
人（
同
一
〇
七
・
二
％
）。

私
は
胃
癌
の
外

科
治
療
を
専
門
に

し
て
い
る
が
、
あ

る
患
者
さ
ん
の
ご

家
族
が
ぼ
そ
っ
と

漏
ら
し
た
一
言
に
は
驚
い
た
。「
父
は
先
生

の
こ
と
を
父
親
の
よ
う
に
思
い
、
頼
り
に

し
て
慕
っ
て
い
ま
す
か
ら
ね
」。一
〇
歳
も

年
上
の
彼
が
私
の
こ
と
を
父
親
の
よ
う
に

思
う
と
い
う
こ
と
は
一
体
ど
う
い
う
こ
と

な
の
だ
ろ
う
と
考
え
込
ん
で
し
ま
っ
た
。

手
術
前
後
の
患
者
さ
ん
は
こ
れ
ま
で
経

験
し
た
こ
と
の
な
い
不
安
と
恐
怖
で
い
っ

ぱ
い
で
あ
る
。
強
い
も
の
に
支
え
ら
れ
た

い
、
守
ら
れ
た
い
と
い
う
願
望
が
主
治
医

に
「
父
親
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
重
ね
合
わ
せ

期
待
も
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
、
と
の
結
論

に
や
が
て
思
い
至
っ
た
。

も
ち
ろ
ん
、
手
術
に
際
し
て
は
本
人
の

治
っ
て
や
ろ
う
と
い
う
意
欲
と
行
動
が
と

て
も
大
切
で
あ
り
、
外
科
医
が
手
術
と
い

う
手
段
で
手
助
け
を
し
て
も
最
終
的
に
は

患
者
本
人
の
力
に
よ
り
治
っ
て
い
く
の
で

あ
る
。
し
か
し
、
技
術
が
い
い
加
減
で
あ

っ
た
ら
無
論
の
こ
と
で
あ
る
が
、
父
親
と

し
て
頼
り
が
い
が
な
か
っ
た
ら
不
安
で
し

よ
う
が
な
い
で
あ
ろ
う
し
、
辛
い
入
院
生

活
に
な
っ
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
最
近
母
性
と
い
う
こ
と
に

つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。

若
い
女
性
研
修
医
の
Ｍ
医
師
の
評
判
が
す

こ
ぶ
る
良
い
の
で
あ
る
。
退
院
し
た
患
者

さ
ん
に
外
来
で
よ
く
彼
女
の
近
況
を
尋
ね

ら
れ
、
転
勤
し
た
と
い
う
言
葉
に
多
く
の

患
者
さ
ん
は
大
き
な
失
望
を
隠
し
も
し
な

い
。
よ
く
聞
い
て
み
れ
ば
、
外
科
医
と
し

て
は
ま
だ
経
験
が
浅
く
て
未
熟
な
彼
女
の

人
気
の
秘
密
は
包
み
込
む
よ
う
な
優
し
さ

に
あ
っ
た
。
入
院
中
に
笑
顔
で
や
さ
し
く

対
応
す
る
彼
女
に
随
分
と
癒
さ
れ
救
わ
れ

た
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
母
親
に

対
す
る
甘
え
に
も
似
た
感
情
を
抱
い
て
い

る
の
に
気
づ
き
、
こ
れ
は
母
性
を
求
め
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
た
。
不
安
で

弱
い
気
持
ち
に
な
っ
て
い
る
術
前
術
後
の

状
態
に
あ
っ
て
、
甘
え
癒
さ
れ
る
存
在
と

い
う
の
は
と
て
も
貴
重
な
も
の
で
あ
る
が
、

わ
れ
わ
れ
男
性
医
師
に
は
役
割
を
代
行
で

き
な
い
部
分
が
あ
る
。

女
性
医
師
が
増
え
、
地
域
偏
在
と
並
ん

で
医
師
不
足
の
元
凶
の
一
つ
と
指
弾
さ
れ

て
も
い
る
此
頃
で
あ
る
が
、
女
性
医
師
は

固
有
の
価
値
を
持
っ
て
、

役
割
を
果
た
し
て
お
り

素
直
に
そ
の
こ
と
を
評

価
し
た
い
。
医
療
の
世

界
に
も
、
や
は
り
両
性

が
必
要
な
の
で
あ
る
。

父
性
と
母
性

広

島

市

医

師

会

理

事

広
島
市
民
病
院
外
科
主
任
部
長

二
宮

基
樹

３
Ｇ
１５

Ｑ

見
出
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